
サンパウロ市のパウリスタ大通りで開かれた「ゲ

イパレード」でパフォーマンスを披露する参加者

（
日
曜
日
に
掲
載
し
ま
す
）

　
南
米
最
大
の
金
融
ビ
ジ
ネ

ス
街
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
パ

ウ
リ
ス
タ
大
通
り
。

　
美
術
館
や
緑
豊
か
な
公

園
、
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
を
有
し
、
週
末
と
も

な
れ
ば
国
内
外
か
ら
の
観
光

客
が
訪
れ
る
一
大
観
光
ス
ポ

ッ
ト
で
あ
る
と
同
時
に
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
さ
れ
、
１
回
の
催
し
で
１

０
０
万
人
、
２
０
０
万
人
と

い
っ
た
人
出
を
の
み
込
ん
で

し
ま
う
。

　
今
月
７
日
、
大
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
「
ゲ
イ
パ
レ
ー
ド
」

が
そ
れ
こ
そ
華
や
か
に
開
催

さ
れ
た
。
�
回
目
と
な
る
今

年
の
テ
ー
マ
を
直
訳
す
る
と

「
私
は
こ
ん
な
ふ
う
に
生
ま

れ
、こ
ん
な
ふ
う
に
成
長
し
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ
の
ま

ま
の
自
分
。
ど
う
か
認
め
て

く
だ
さ
い
」
だ
。

　
大
音
量
を
と
ど
ろ
か
す
街

宣
車
の
上
や
路
上
で
は
、
ど

派
手
な
衣
装
を
ま
と
い
（
ほ

ぼ
裸
の
人
も
い
る
が
）
、
す

さ
ま
じ
い
ま
で
の
化
粧
を
施

し
た
「
主
役
た
ち
」
が
繰
り

な
す
数
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
そ
れ
を
目
当
て
に
集
ま

っ
た
群
衆
も
一
緒
に
な
っ
て

踊
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た

り
と
そ
れ
は
も
う
に
ぎ
や
か

の
一
言
。
カ
メ
ラ
を
向
け
れ

ば
笑
顔
で
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て

く
れ
る
自
然
さ
。
実
に
陽
気

で
人
懐
っ
こ
い
。
今
年
も
２

０
０
万
人
以
上
の
人
出
が
あ

っ
た
と
翌
日
の
新
聞
が
報
道

し
た
。

　
さ
て
、
今
ブ
ラ
ジ
ル
は
深

刻
な
不
況
下
に
あ
り
、
国
内

各
地
で
の
大
規
模
な
人
員
整

理
に
よ
り
結
果
、
失
業
者
や

路
上
生
活
者
が
増
加
、
収
入

減
少
、
犯
罪
増
加
と
い
う
悪

循
環
。
加
え
て
公
共
料
金
の

度
重
な
る
値
上
げ
と
物
価

高
。
イ
ン
フ
レ
見
通
し
は
年

８
・
４
％
に
達
し
、
石
油
公

社
の
超
大
型
汚
職
や
政
治
家

の
金
銭
的
搾
取
な
ど
、
政
治

不
信
は
、
果
て
し
な
く
膨
ら

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
異
常

気
象
に
よ
る
水
不
足
、
デ
ン

グ
熱
の
ま
ん
延
と
い
っ
た
不

安
要
素
が
追
い
打
ち
を
掛
け

る
。

　
昨
年
末
来
、
ジ
ル
マ
大
統

領
へ
の
不
満
は
、
全
国
規
模

で
民
衆
の
「
直
接
行
動
」
を

じ
ゃ
っ
き

惹
起
さ
せ
た
。
こ
の
パ
ウ
リ

ス
タ
通
り
で
も
大
規
模
な
抗

議
デ
モ
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ

の
模
様
は
全
世
界
に
流
れ

た
。
大
統
領
の
テ
レ
ビ
演
説

中
に
は
、
ア
パ
ー
ト
の
窓
か

ら
鍋
釜
を
た
た
き
つ
つ
「
ジ

ル
マ
、
辞
め
ろ
！
」
と
繰
り

返
し
叫
ぶ
光
景
も
。
演
説
の

翌
日
に
は
株
価
と
自
国
通
貨

が
下
落
す
る
と
い
う
珍
現
象

も
起
き
た
。

　
不
思
議
は
ま
だ
あ
る
。
リ

オ
五
輪
を
１
年
後
に
控
え
な

が
ら
話
題
が
全
く
出
な
い
こ

と
。
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
や

友
人
同
士
の
飲
み
会
、
さ
ら

に
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
さ
え

五
輪
の
「
ご
」
の
字
が
出
な

い
。
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
？

　
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
の
際
に

は
資
金
不
足
（
実
際
に
は
政

治
家
が
開
催
資
金
を
搾
取
）

と
い
う
理
由
で
各
地
の
競
技

場
工
事
が
遅
れ
、
ボ
イ
コ
ッ

ト
が
叫
ば
れ
た
り
も
し
た
。

友
人
・
知
人
、
全
く
知
ら
な

い
人
に
も
聞
い
て
み
た
。「
五

輪
も
同
様
、
や
る
意
味
が
無

い
、
興
味
す
ら
な
い
」
と
の

返
答
。
日
本
と
は
大
違
い
で
、

こ
れ
も
政
治
不
信
の
表
れ
な

の
だ
ろ
う
。

　
良
く
も
あ
し
き
も
、
そ
ん

な
気
持
ち
を
行
動
に
移
す
大

舞
台
が
こ
の
パ
ウ
リ
ス
タ
通

り
だ
。
抗
議
デ
モ
の
回
数
と

そ
の
人
出
が
多
い
ほ
ど
世
相

は
悪
い
。
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト

が
多
け
れ
ば
、
そ
の
逆
。
参

加
す
る
人
々
の
表
情
、
し
ぐ

さ
、
叫
び
は
「何
か
に
怒
り
、

何
か
に
狂
喜
し
、
何
か
を
訴

え
て
い
る
」
と
い
う
、
一
人

一
人
の
自
己
主
張
な
の
だ
ろ

う
。

　
今
回
の
パ
レ
ー
ド
も
し
か

り
で
、
お
祭
り
騒
ぎ
と
は
裏

腹
に
、
彼
ら
は
何
ら
か
の
自

己
主
張
を
発
信
し
た
の
だ
ろ

う
と
思
う
。

　
１
本
違
う
通
り
に
住
ん

で
、
毎
日
見
慣
れ
た
パ
ウ
リ

ス
タ
通
り
だ
が
、
こ
こ
で
生

じ
る
光
景
に
日
々
接
し
て
い

る
と
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
平

面
的
な
「
出
来
事
報
道
」
に

は
無
い
、
こ
の
国
の
「
今
」

が
垣
間
見
え
る
気
が
す
る
。

　
眠
れ
る
獅
子
と
い
わ
れ
、

新
興
５
カ
国
（Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）

の
一
翼
を
担
っ
た
は
ず
の
こ

の
国
。
起
き
ざ
る
獅
子
の
ま

ま
な
の
か
、
あ
る
い
は
あ
る

日
突
然
に
目
を
覚
ま
す
の

か
。

　
悪
い
材
料
ば
か
り
の
今
の

ブ
ラ
ジ
ル
。
だ
が
、
底
抜
け

に
陽
気
な
こ
の
国
の
底
力

に
、
ひ
そ
か
に
期
待
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

　
そ
し
て
き
ょ
う
も
ま
た
、

小
さ
い
な
が
ら
デ
モ
が
行
進

し
て
い
る
。

　
平
野
　
稔
さ
ん
（
ひ
ら
の
・

み
の
る
）
黒
沢
尻
北
高
｜
福
島

大
卒
。
�
年
協
栄
生
命
保
険
入

社
。
�
年
か
ら
同
社
サ
ン
パ
ウ

ロ
駐
在
員
事
務
所
に
５
年
半
ほ

ど
勤
務
。
�
年
に
同
社
を
退
職

し
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
移
住
。

�
年
１
月
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に

本
部
を
持
つ
ブ
ラ
ジ
ル
岩
手
県

人
会
に
入
会
。
妻
と
２
人
暮
ら

し
。
今
回
が
「
世
界
は
今
」
初

原
稿
。
�
歳
。
北
上
市
新
穀
町

生
ま
れ
。


